
 

 
 

公安委員会定例会議(第５回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和６年２月28日(水) 

午後３時26分 ～ 午後５時55分 

 

第２ 出席者 五葉委員長、佐伯委員、小野委員 

本部長、警務部長、首席監察官、生活安全部長、交通部長 

警察学校長、情報通信部長、刑事企画課長、警備課長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要  

 １ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和６年第４回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

⑵ 公安委員会宛て苦情の受理                                                                                                         

    総務室から、公安委員会宛て苦情の受理について伺いがあり了承した。 

  ⑶ 公安委員会宛て苦情申出書に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出書に対する回答について伺いが

あり了承した。 

  ⑷ 犯罪被害者等給付金（遺族給付金）支給裁定 

    総務室から、犯罪被害者等給付金（遺族給付金）支給裁定について伺

いがあり了承した。 

  ⑸ 禁止命令等実施報告 

    生活安全部から、禁止命令等実施報告について伺いがあり了承した。 

  ⑹ 飲食店営業者に係る不利益処分に伴う聴聞の実施結果 

    生活安全部から、飲食店営業者に係る不利益処分に伴う聴聞の実施結

果について伺いがあり了承した。 

  ⑺ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果、30件の行政処分の決定について伺いがあ

り了承した。 

       

２ 報告事項 

⑴ メンタルヘルスセミナー及びストレスチェックセミナーの開催 

警務部長から、メンタルヘルスセミナー及びストレスチェックセミナ

ーの開催について報告があった。 

委員から、「最近は、上司が部下を食事に誘うことがパワハラと受け

取られることもあるようだが、日頃のコミュニケーションを大切にして

いればそうした事態にはならないと思う。上司はコミュニケーションの

重要性をよく認識して部下職員との良好な関係を築いていただきたい」

との発言があった。 

委員から、「メンタルヘルスやストレスチェック等の様々な知識があ



 

 
 

れば、自分自身も周囲の同僚も守ることができる。今後もこうした取組

を続けていただきたい」との発言があった。 

委員から、「メンタルヘルスは様々な職場で問題となっており、早め

の対応が肝要である。問題が生じた場合は、状況が更に悪化しないよう

に直ちに対策を講じていただきたい」との発言があった。 

⑵ 令和５年中における山岳遭難発生状況 

  生活安全部長から、令和５年中における山岳遭難発生状況について報

告があった。 

委員から、「高齢者や県外からの登山者、外国人登山者も増えている。

山中だと遭難しても携帯電話の電波が圏外になり110番通報ができない

場所が多いことを登山客に知ってもらう必要があると思うので、広報啓

発に努めていただきたい」との発言があった。 

委員から、「気軽に登れるという思い込みや、体力を過信している高

齢者が遭難するケースが多いことが分かった。訓練は大変だと思うが、

遭難者を救助するために頑張っていただきたい」との発言があった。 

    委員から、「隊員が入れ替わった場合は、鍛錬を重ねて登山や救助技

術に磨きをかけ、救助力の向上や体制の強化を図っていただきたい」と

の発言があった。 

 ⑶ 令和５年中における飲酒運転取締りの状況 

   交通部長から、令和５年中における飲酒運転取締りの状況について報

告があった。 

委員から、「最近、多くの企業が運転手のアルコールチェックを実施

しており、運転手は体内にアルコールが残らないように飲酒時間や飲酒

量に気を付けているが、一般ドライバーの中には、飲酒後一眠りして朝

になるとアルコールが抜けていると思い込む人もいる。二日酔い運転の

防止に向けて積極的な広報啓発に努めていただきたい」との発言があっ

た。 

委員から、「交通事故が減少傾向にある中、飲酒運転による事故が増

加していることは残念である。対策や取締りを強化して悲惨な交通事故

を減らしていただきたい」との発言があった。 

    委員から、「残念ながら飲酒運転を繰り返す常習者がいるため、関係

機関とも連携して粘り強く対応を講じていただきたい」との発言があっ

た。 

  ⑷ 人事案件 

   警務部から、人事案件について報告があった。 

  ⑸ 監察案件に関する報告 

    警務部から、監察案件に関する報告があった。 

⑹ 全国優秀警察職員被表彰者の決定 

    警務部から、全国優秀警察職員被表彰者の決定について報告があった。 

  ⑺ 令和５年度全国警察拳銃射撃競技大会及び全国警察逮捕術大会結果 

    警務部から、令和５年度全国警察拳銃射撃競技大会及び全国警察逮捕

術大会結果について報告があった。 

   

        



 

 
 

 ３ その他 

   本部長から、「令和６年も、はや２か月が経過した。振り返ると、元日

に能登半島地震が発生し、県警察からは１月４日の広域緊急援助隊の派遣

を皮切りに現在も各種部隊を被災地に派遣し、捜索活動や警戒活動等に従

事している。県内では四国中央市や今治市において殺人事件が立て続けに

発生し、いずれも真相解明に向けて鋭意捜査中である。また、交通死亡事

故が多発し、１月中だけで昨年の死者数の約４分の１に当たる10人が亡く

なった。対策を強化した結果、２月に入ってから交通死亡事故は減少傾向

にあることから、この状態を継続できるように力を尽くしたい。このほか、

悪質なホストクラブが全国的に問題となっており、本県では、繁華街及び

歓楽街に多数存在している風俗案内所が周辺の風俗環境に与える影響に鑑

み、「愛媛県風俗案内業の規制に関する条例（仮称）」を、本年６月議会に

上程する予定である。県警察では今後、春の人事異動を控えているところ、

異動期においても県内の治安に間隙を生じることなく、県民の期待と信頼

に応えられるように職員が一丸となって精力的に業務に取り組んでまいり

たい」との発言があった。 

以 上 


